
報告第 10号  

 

 

   令和５年度教育に関する事務の点検及び評価の報告につ  

いて  

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定により、教

育に関する事務の点検及び評価について報告する。  

 

 

  令和６年８月 30日  

 

 

西脇市教育長  遠  藤  一  博  

 

 

 

 

 



 

 

 

令和５年度 

 

教育に関する事務の点検及び評価 

報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月 

西脇市教育委員会 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》  

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（ 教 育 に 関 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 の 点 検 及 び 評 価 等 ）  

第 26条  教 育 委 員 会 は 、 毎 年 、 そ の 権 限 に 属 す る 事 務 （ 前 条 第 １ 項 の

規 定 に よ り 教 育 長 に 委 任 さ れ た 事 務 そ の 他 教 育 長 の 権 限 に 属 す る 事

務 （ 同 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 事 務 局 職 員 等 に 委 任 さ れ た 事 務 を 含

む 。 ） を 含 む 。 ） の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点 検 及 び 評 価 を 行

い 、 そ の 結 果 に 関 す る 報 告 書 を 作 成 し 、 こ れ を 議 会 に 提 出 す る と と

も に 、 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

２  教 育 委 員 会 は 、 前 項 の 点 検 及 び 評 価 を 行 う に 当 た っ て は 、 教 育 に

関 し 学 識 経 験 を 有 す る 者 の 知 見 の 活 用 を 図 る も の と す る 。  

 

 



 

 

１  教育委員会の点検・評価  

⑴  はじめに  

西脇市教育委員会では、第３期西脇市教育振興基本計画「教育

創造にしわきプラン」に掲げる「心紡いで彩り豊かな人財の育成

～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる共生社会の

実現に向けて～」を基本理念とし、５つの重点目標を設定してい

ます。  

当該基本計画に基づき、学校・家庭・地域との連携を図りなが

ら、学校教育・社会教育のそれぞれの分野において、様々な教育

活動を展開しており、広報紙やホームページなど様々な機会を通

じて情報発信にも取り組んでいます。  

 また、毎年度、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26

条の規定に基づき、本報告書を作成し、議会へ提出するとともに、

公表することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼さ

れる教育行政の推進に努めています。  

⑵  点検・評価の実施方法について      

ア  点検・評価の対象事業について  

令和５年度の主要課題に着目し、主要事業を選定しました。   

イ  点検・評価の対象期間について  

    毎年４月から翌年３月まで１年間の点検・評価を実施するこ

とにより、次年度以降の教育行政の充実・拡充に生かします。  

ウ  評価方法について  

自己評価では、各事業における目標達成に至るまでのプロセ

スと目標達成度を考慮した上で、マトリクス図により５段階の

評価を行いました。  

「評価５」高評価  ⇔  「評価１」低評価  

     

  

目 標 達 成 へ の プ ロ セ ス  

困 難

（ Ａ ）

普 通  

（ Ｂ ）

容 易  

（ Ｃ ）  

目 

標 

達

成

度 

目 標 以 上  ５ Ａ  ４ Ｂ  ３ Ｃ  

目 標 相 当  ４ Ａ  ３ Ｂ  ２ Ｃ  

目 標 以 下  ３ Ａ  ２ Ｂ  １ Ｃ  

エ  学識経験者による外部評価について  

上記の方法で実施した自己評価に対する客観性を確保するた  

   め、２人の外部評価委員から意見を聴取しました。  

大野  裕己  氏  兵庫教育大学大学院学校教育研究科教授  

來住  啓子  氏  元小学校教員  
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２  教育委員会の活動状況  

⑴  教育委員名簿（令和５年度在籍）  

職   名  氏   名  備   考  

教   育   長 
笹  倉  邦  好  令和５年９月 30日退任

遠  藤  一  博  令和５年 10月１日就任

教育長職務代理者 岸  本  みのり  令和３年12月23日～教育長職務代理者

委    員 

柴  垣  美  紀   

藤  尾    寛   

和  多  眞  乘   

⑵  教育委員会会議の開催状況  

教育委員会会議については、定例会を毎月１回開催すること、

臨時会は教育長が必要と認めるとき及び２人以上の委員から請求

があるときに開催することになっており、令和５年度は合計 14回

開催しました。  

⑶  教育委員会会議での審議事項  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 25条及び西脇市教

育長に対する事務委任規則第２条の規定に基づき、令和５年度は

27件審議しました。  

（審議案件以外に、報告 29件、協議１件を取り扱いました。）  

 ⑷  教育委員会会議以外の活動状況  

   教育委員は、教育委員会会議への出席以外に、学校訪問、各種  

行事や会議等に参加しました。その概要は、次のとおりです。  

 審   議   項   目  件数  

ア  学校教育及び社会教育に関する一般方針を決定すること 11 

イ  教科用図書及びその取扱いの一般方針を定めること １  

ウ  県教育委員会の人事一般方針に基づき内申を行うこと ２  

エ  
教育委員会その他教育機関の職員の任免その他人事に関す

ること 
１  

オ  
教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定改廃

に関すること 
１  

カ  議会の議決を経るべき議案の原案を決定すること ０  

キ  教育予算の見積りを決定すること ７  

ク  
教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に

関すること 
１  

ケ  表彰に関すること １  

コ  社会教育委員及び文化財保護審議会委員を委嘱すること １  

サ  
市指定文化財の指定及び解除を行うこと並びに県・国文化

財の指定等の具申を行うこと 
１  
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  ア  市議会定例会・臨時会への出席（教育長）    

イ  教育委員研修会等（各委員）  

 (ア) 市町村教育委員連合会定時総会・全県教育委員会研修会  

（５月）  

      (イ) 播磨東地区教育委員会連合会総会・研修会（７月・ 11月）  

ウ  学校行事（各委員）  

(ア)  学校指導訪問（６月・７月、 10月・ 11月）  

(イ) 入学式・卒業式（４月・３月）  

(ウ) オープンスクール（年間）  

(エ) 運動会・体育大会・文化祭等（９月～ 11月）  

エ  その他行事（各委員）  

(ア)  青少年問題協議会（７月・２月）  

(イ) 市民体育大会、二十歳の集い等（ 10月・１月）  

(ウ) 「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月間講演会  

（８月）                        

(エ) その他教育委員会等関係行事（各月）  

⑸  成果と課題  

本市では、平成 3 1年３月に第３期西脇市教育振興基本計画「教

育創造にしわきプラン」を策定しました。当該基本計画は激動の

時代を豊かに生き、未来を開拓する多様な人材を育成するととも

に、生涯活躍社会・共生社会を実現するため「西脇市総合計画」

の教育に関する内容や教育関係諸計画等を踏まえて策定したもの

です。令和元年度から令和５年度までの５年間を計画期間とし、

「心紡いで彩り豊かな人財の育成～誰もがふるさとに誇りと愛着

を持ち、輝いて生きる共生社会の実現に向けて～」を基本理念と

定め、教育施策を推進してきました。  

また、令和５年度は、当該基本計画の最終年度となることから、  

これまでの取組と課題等を踏まえ、令和６年度から令和 10年度ま

での５年間を計画期間とする第４期西脇市教育振興基本計画「教  

育創造にしわきプラン」を策定しました。  

学校教育の推進では、令和５年度教育の指針において、「学び

を一貫する３つの力点・学びをすすめる５つの力点」を示し、未

来を見据えた８つの視点から学校教育を展開しました。  

特に、小中一貫教育を見据えた取組として「小中共通教育目標」

の設定、「学びの系統カリキュラム」の改定、「園小接続カリキ  

ュラム」の策定、「非認知能力育成プログラム」の研究を行いま  

した。  

確かな学力の育成については、文部科学省リーディングＤＸス

クール事業の指定を受け、ＩＣＴ機器の活用を踏まえた授業改善
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に取り組みました。今後は、この研究を市内全域に横展開してい

く必要があります。  

豊かな心の育成については、問題行動の未然防止の対応として、

いじめの認知意識を高めることに注力した結果、特に小学校での  

認知件数が増加し、早期対応につなげることができました。  

今後は、事案発生時の組織的な対応の強化と、特別活動を生か

した人間関係力の構築を推進していく必要があります。  

就学前教育の推進では、大学教授等の学識経験者を含む西脇市

就学前教育・保育の質の向上推進委員会を設置して５年目となり、

市内の認定こども園では、自己評価に基づく指導助言を受けての

改善・見直しのＰＤＣＡサイクルが浸透し、教員の意識や意欲の

高まりにつながりました。   

今後は、さらに教員の資質向上を図るため、幼保交流研修の内

容を充実するとともに、園小接続カリキュラムの運用・検証や園

小相互参観、園小架け橋研修会等の実施により、就学前教育と小

学校教育との連携を強化します。   

不登校課題については、不登校児童生徒の個に応じた支援を行

うことにより、学校復帰を含む義務教育終了時点での自立に至る

一定の成果はあったものの、不登校児童生徒の出現率の減少に向

けて支援の充実を図る必要があります。  

学校施設の整備では、西脇小学校及び西脇南中学校プール改修

工事等を実施したほか、小学校で  115件、中学校で 63件の修繕を

実施し、児童生徒の安全・安心で質の高い教育環境の整備を行い

ました。  

学校教育施設の計画的・効率的な整備を推進するため、西脇市

立小中学校教育施設長寿命化計画を策定していますが、西脇市立

学校学習環境規模適正化推進計画と整合を図る必要があることか

ら、計画改定の骨子を策定するとともに、必要な準備を行いまし

た。  

また、西脇小学校木造校舎が、国の重要文化財に指定されたこ

とに伴い、文化財としての価値を維持しながら学校施設として活

用するための保存活用計画について、西脇市立西脇小学校保存活

用計画策定会議において調査審議を行い、当該計画を策定しまし

た。  

   学校学習環境規模適正化では、令和５年５月に西脇市立学校学

習環境規模適正化推進計画案を公表し、説明会や意見聴取等を経

て、令和６年１月に西脇市立学校学習環境規模適正化推進計画を

策定しました。  

   なお、西脇東中学校と黒田庄中学校の統合において活用する既
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存施設については、令和９年４月の開校に向けて、統合懇談会を

設置して検討することとしました。  

   学校給食では、衛生管理及び食品の安全管理に留意し、食中毒

事故を起こさずに学校給食を提供することができました。食育の

推進では、食育だよりの発行と栄養教諭が学校に出向き、食育の

推進に努めました。   

また、国の学校給食摂取基準により子どもたちの健やかな成長

に適した献立を作成し、子どもたちに安全・安心でおいしい学校

給食の提供に努めました。  

今後も、年間を通じて安全で栄養バランスのとれた学校給食の

提供と地場産野菜の使用に努め、より良い学校給食を提供してい  

きます。  

人権教育では、人権が尊重される社会の実現に向け、西脇市人

権教育協議会等と連携を図りながら、地域・学校園・職場におい

て人権教育・啓発を推進しました。  

「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月間講演会では、講

師の承諾が得られた講演会については、会場受講とオンライン配

信（リアルタイム配信・オンデマンド配信）のハイブリッド形式

で開催し、幅広い世代が参加しやすい実施形態としました。  

また、西脇市人権教育研究大会では、４年ぶりの全体会実施に

加え、分科会に外部講師を招へいするなど、一人でも多くの方に

人権について関心を持っていただける内容を取り入れました。  

子ども多文化共生サポーターや多文化共生キッズサポーター、

日本語指導員の派遣、にしわきジュニアじんけん教室の開催、人

権啓発資料の作成、人権啓発作品の募集・作品発表等にも取り組

みました。   

今後も、多くの市民の参画による人権教育・啓発を進めていき

ます。  

生涯学習では、公民館講座において、市民が気軽に取り組める

学習機会を提供しました。昨年度に引き続き、新型コロナウイル

ス感染症の影響はありましたが、各種講座や自主運営講座等によ

り市民の主体的な学びを支援するなど、豊かな人間性を育む生涯

学習の推進を図りました。シニアカレッジにおける各講座では、

高齢者の生きがいづくりや高齢者による地域活動の活性化に努め

ました。  

文化・芸術事業では、美術展覧会や文芸まつりなどを実施する

とともに、市民交流施設周年事業として、劇団四季のファミリー

ミュージカルをはじめとする事業を実施しました。また、市民交

流施設を核とした文化・芸術活動を充実していくため、アートサ
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ポーターとの協働によるイベントを実施するなど、活動を担う人

材育成にも取り組みました。  

スポーツの推進では、東京 2020オリンピック・パラリンピック

ホストタウン事業を契機として、健康寿命の延伸を目指し、卓球

を生涯スポーツの一つとして推進していることから、健幸卓球交

流会を開催するとともに、卓球練習場の無料開放を継続し、卓球

人口の増加に努めました。   

ユニバーサルスポーツでは、スポーツ推進委員の協力を得て、

出前講座でボッチャ等の普及を図り、ボッチャ交流大会を実施し

ました。  

生活文化総合センターでは、作品展示や会議及び学習ルームと

して諸室を利用いただいており、新型コロナウイルス感染症の影

響により減少していた諸室の利用が回復し、利用者数も上向いて

きました。また、５月には利用者から要望のありましたＷｉ－Ｆ

ｉを導入しました。  

郷土資料館では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

ため中止していたイベントを再開したことにより、入館者数が回

復してきました。今後は、企画展、体験教室などのイベントの充

実やＰＲ活動及び学校との連携を図るなど、郷土資料館の魅力向

上に取り組み、以前の入館者数を目指します。  

図書館では、資料の充実を目指す中で、令和５年度末には蔵書

数が  242,031冊となりました。貸出冊数は前年度に比べ  0.9パー

セント増の  375,462冊となりました。また、学校園等への図書団

体貸出は、 24,370冊とこれまでの最高となりました。  

今後は更なる資料の充実を図り、令和６年度末には蔵書数 25万

冊を目指します。また、全国トップレベルの図書館のあかしとさ

れる貸出密度 10冊以上を目指すとともに、市民の学習への支援や

子どもの読書活動の推進に引き続き取り組みます。   

以上のような成果及び課題を踏まえ、引き続きＰＤＣＡサイク

ルを活用した事業展開を図り、教育委員会自体がその資質を高め

るとともに、関係諸団体への指導・助言・活動支援、各種事業等

の奨励等を通じ、市民の信頼に基づく円滑で成熟した教育行政の

推進に努めます。  
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1 乳幼児期における教育・保育の質の向上

2 新学習指導要領の着実な実施等

3 全国学力・学習状況調査の実施・分析・活用

4 就学前から中等教育までの各段階の連携の推進

1 子どもたちの自己肯定感・自己有用感の育成

2 道徳教育の推進

3 いじめ等への対応の徹底、人権教育の推進

4 体験活動や読書活動の充実

5 伝統や文化等に関する教育の推進

6 文化財の保存・活用の推進

7 青少年の健全育成

8 男女共同参画の推進

9 主権者教育・租税教育等の推進

10 環境教育の推進

11 多文化共生教育の推進

12 オリンピック・パラリンピック教育の推進

13 災害からの復興等持続可能な地域づくりのための教育の推進

1 子どもの健康の保持増進をはじめとする食育の充実

2 子どもの基本的な生活習慣の確立に向けた支援

3 学校や地域における子どものスポーツの機会の充実

1 各学校段階における産業界とも連携したキャリア教育・職業教育の推進

2 ふるさと意識を育む教育の推進

1 家庭の教育力の向上

2 地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進

1 グローバルに活躍する人材の育成 1 英語をはじめとした外国語教育の強化

1 文化・芸術活動の充実・支援

2 文化施設の充実・整備

3 個々のスタイルに応じた生涯スポーツの推進

4 スポーツを支える環境の整備

1 継続的な生涯スポーツの推進や支える人材の育成

2 芸術家等の養成、文化芸術振興策の推進

1 現代的・社会的な課題に対応した学習等の推進

2 女性活躍推進のためのリカレント教育の強化

3 高齢者等の生涯学習の推進

4 ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

5 生涯を通じた文化芸術活動の推進

6 西脇市図書館における生涯を通じた自主学習の支援と読書活動の推進

1 人権に関する学習機会の充実

2 人権教育・啓発のための情報の提供

1 新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策の検討

2
施設の複合化や多様な資金調達等も活用した持続可能な社会教育施
設の運営

1 学校卒業後における障害者の学びの支援

2 地域における支援機関との連携

3 切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実

4 障害者スポーツ、障害者の文化芸術活動の振興等

1 教育へのアクセスの向上、教育費負担の軽減に向けた経済的支援

2 学校教育における学力保障・進路支援、福祉関係機関等との連携強化

3 地域の教育資源の活用

4 地域の特色を生かし、学校・家庭・地域が連携した食育の推進

5 児童生徒数が継続的に減少する地域における教育環境整備

6 大規模災害等への対応

1 特別支援教育の推進

2 不登校児童生徒の教育機会の確保

3 高等学校中途退学者等に対する支援

1 教員指導体制の整備

2 教員の指導環境の充実

3 これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上

1 情報活用能力の育成

2 各教科等の指導におけるＩＣＴ活用の推進

3 校務のＩＣＴ化による教員の業務負担軽減及び教育の質の向上

4 学校のＩＣＴ環境整備の促進

1 安全・安心で質の高い学校施設等の整備の促進

2 将来的に持続可能な適正学習環境規模の構築

3 学校における教材等の教育環境の充実

4 児童生徒等の安全の確保 1 学校安全の推進

3

2
生きる土台となる芸術・文化・スポ
ーツの推進

教育施策推進のための
基盤を整備し、教育成果
を共有します。

5
2 ＩＣＴ利活用のための基盤の整備

人生 100年時代を見据えた生涯学
習の推進

1

3
安全・安心で質の高い教育環境の
整備

1

2

家庭の経済状況や地理的条件へ
の対応

多様なニーズに対応した教育機会
の提供

新しい時代の教育に向けた持続可
能な学校指導体制の整備等

5

4

未来を見据え、地域社会
の持続的な発展を実現す
るための多様な人材を育
成します。

2
人権意識の高揚を図る人権教育の
推進

1

第３期西脇市教育振興基本計画「教育創造にしわきプラン」体系

施策の柱 施策の基本方針項目（市施策）

確かな学力の育成

豊かな心の育成

1

2

重点目標

4 障害者の生涯学習の推進

自己の可能性の追求が、
誰にも保障される学びの
セーフティネットを構築し
ます。

4

1

社会の変化を前向きに受
け止め、夢と志を持って
可能性に挑戦する力を育
成します。

3
生涯学び、人生を豊かに
生きられる環境を整えま
す。

2

健やかな体の育成3

社会的・職業的自立に向けた能力・
態度の育成

家庭・地域の教育力の向上、学校
との連携・協働の推進

3
スポーツ・文化等多様な分野の人
材の育成

人々の暮らしの向上と社会の持続
的発展のための学びの推進
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担当課

目標値
３月末
実績値

（Ｅ）今後の課題

計画策定 方針決定１－２－６

⑵　西脇小学校木造校舎見学会の開
　催

１－２－６

　文化財保護法に基づき、西脇小学校校舎等が貴重な国民的財産であることを自覚し、現役校舎として大
切に使用するため、今後、児童及び教員等に対するマニュアルを作成する必要がある。

項　目事　業　名

計画骨
子策定

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　文化財及びその周囲の環境を保全するため、保全すべき部分とそれ以外を区分し、保存活用計画に明
　記した。
⑵　学識経験者を中心とする西脇小学校保存活用計画策定会議を組織し、学校関係者等からの聞き取り調
　査や現地調査等を行うことにより計画策定に必要な基礎情報を収集、整理した。
⑶　文化財として公開活用を行うことで地域の文化財を守ることへの理解を深める効果を期待し、教育活
  動に配慮しつつ見学会を実施した。

２Ｃ

自己評価
(達成度)

計画策定

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

教育総務課

（Ａ）重点課題

〇文化財の保存・活用の推進
　文化財保存と教育施設の両立を図るための西脇小学校保存活用計画の策定

（Ｂ）現状及び展開方針

３Ｂ⑴　西脇小学校保存活用計画の策定

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

５年度

⑴　西脇小学校保存活用計画策定会議により調査審議を行うとともに、文化庁や県との協議を行い、保存
　活用計画を策定する。
⑵　文化財として活用するため、見学会を定期的に開催する。

見学会の
開催回数
及び参加
人数

-
２回
298人

２回
２回
168人

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

計画策定
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担当課

目標値
３月末
実績値

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

教育総務課

（Ａ）重点課題

〇安全・安心で質の高い教育環境の整備
　学校教育施設の計画的、効率的な整備の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　学校施設の適切な点検や維持管理を行い、老朽化した学校施設の改修を計画的かつ効率的に推進し、
　長寿命化を図る。
⑵　学校施設の耐震化は、非木造・木造校舎とも補強工事及び改築により耐震化工事を完了した。
⑶　学校学習環境規模適正化推進計画を踏まえた小中学校教育施設長寿命化計画の改定に取り組む。

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度 ４年度
５年度

自己評価
(達成度)

西脇市立小中学校教育施設長寿命化
計画の改定

５-３-１ 計画改定 方針検討 方針検討 計画改定
計画骨
子策定

２Ｂ

（Ｅ）今後の課題

⑴　学校学習環境規模適正化推進計画と整合を図った上で小中学校教育施設長寿命化計画の改定を行う必
  要がある。
⑵　老朽化する学校施設の対策として、施設整備費の年度間の平準化を図るとともに、学外施設において
　プールの授業を行うなど、新たな取組を模索する必要がある。

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　小中学校教育施設長寿命化計画の改定については、学校学習環境規模適正化推進計画と整合を図る必
　要があるため、現段階では計画の骨子の策定に留めている。
⑵　学校施設営繕事業において、小学校で 115件、中学校で63件の修繕を実施し、児童生徒の安全・安心
　で質の高い教育環境の整備を図った。
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担当課

目標値
３月末
実績値

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

教育総務課学校給食センター

（Ａ）重点課題

〇健やかな体の育成
　学級担任や教科担当と栄養教諭との連携及び効果的な食に関する指導の充実

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　各学校からの派遣依頼を受け連携しながら食育授業を実施している。学校給食センター内でも施設見
　学を受け入れ、食育指導を実施している。
⑵　毎月開催の給食連絡会で各学校の担当教員の意見を聞きながら、国の学校給食摂取基準に配慮した献
　立作成に努めている。

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度 ４年度
５年度

自己評価
(達成度)

⑴　栄養教諭による食育指導　 １-３-１ 実施回数 94回 142回 90回 224回 ４Ｂ

⑵　学校給食残菜率 １-３-１ 残菜率 4.6% 5.8% 6.0% 5.1% ３Ｂ

⑶　食中毒事故件数 １-３-１ 件数 ０件 ０件 ０件 ０件 ３Ｂ

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　栄養教諭３人により、各学校と連携しながら積極的に食育指導を行い、指導回数が 224回と目標値を
  大きく上回る結果が得られた。
⑵　残菜率については、毎日のおかずごとの残菜量を計測、分析し、残菜の多いメニューについては味付
　けや調理方法を検討し残菜量の低下に努めている。

（Ｅ）今後の課題

　今後も、継続して食育指導を行うとともに、残菜率については、低い水準で維持できるよう努める。
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担当課

目標値
３月末
実績値

（Ｅ）今後の課題

地産地消
率

19.9%４-１-４

100% 100%⑵　エネルギー充足率 ４-１-４ 充足率 100%

　野菜生産者グループに計画的な野菜の納入を依頼するなど、地産地消の推進に努める。また、市の特産
品である黒田庄和牛、金ごま、いちごなどの提供について、農林振興課との連携のもと、関係農家等と調
整を行っていく。

項　目事　業　名

23.6%

（Ｄ）主な取組の成果

　令和５年度は、野菜生産者グループからの優先的な野菜の納入により、地産地消率の目標値を達成する
ことができた。また、地産地消の取組として、農林振興課、北はりま旬菜館との三者会議を学期ごとに開
催しており、黒田庄和牛、金ごま、いちごを提供することができた。

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

５年度

100%

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

20.0% 25.1%

３Ｂ

自己評価
(達成度)

３Ｂ⑴　地産地消率

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

教育総務課学校給食センター

（Ａ）重点課題

○家庭の経済状況や地理的条件への対応
　⑴　学校給食の安定的で継続した提供の推進
　⑵　学校給食における地産地消の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　調理業務委託事業者の豊富な経験とノウハウを活用し、より安全・安心な給食の提供に努める。
⑵　野菜生産者グループ例会を毎月開催し、給食食材（野菜）の地元枠を優先している。農林振興課及び
　北はりま旬菜館と学期ごとに三者会議を開催し、地場産食材についての情報交換を行っている。
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担当課

目標値
３月末
実績値

４Ｂ

（Ｅ）今後の課題

充足率 100%１－２－11

⑵　にしわきジュニアじんけん教室

国際理解や異文化理解につながる体
験・交流活動の参加者数

１－２－11

⑴　子ども多文化共生サポーター
　派遣事業

子ども多文化共生サポーター充足率
（サポーター数÷日本語指導が必要
な児童生徒数）

参加者数 91人

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　日本語指導が必要な児童生徒（８人）へ子ども多文化共生サポーターを 100％派遣できた。当該児
　童生徒在籍の学校からは、母語を効果的に活用した指導を取り入れることにより学ぶ意欲を高めるこ
　とができた等の報告を受けた。また、保護者との面談等についても、多言語相談員（通訳）の派遣に
　より、コミュニケーションを円滑に行うことができた。
⑵　にしわきジュニアじんけん教室は、９講座を実施することができた。手話やブラインドサッカー体
　験などに加え、参加の間口を広げるため、茜が丘複合施設イベント「みらフェス」でジュニアじんけ
　ん教室異文化体験ブースを新たに設けた。その結果、例年より多くの児童生徒等とその保護者（年間
　延べ人数 765人）が教室に参加し、国際理解や異文化理解、交流を図ることができた。

自己評価
(達成度)

３Ｂ

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

５年度

156人 100人 272人

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

人権教育課

（Ａ）重点課題

○豊かな心の育成
　多文化共生教育の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　対象となる外国人児童生徒等の増加に加え、背景（言語、年齢、在留期間、日本語習得状況等）が
　多様化しており、支援に当たる子ども多文化共生サポーターの人材確保が課題である。また、当該児
　童生徒の日本語習得の促進とともに、母語・母文化保持を支援する取組が必要である。
⑵　児童生徒を対象とした参加体験型活動（にしわきジュニアじんけん教室）を実施する。異文化体験
　や手話教室、ユニバーサルスポーツ体験、地域の人たちとの交流を図る田植え・稲刈り・収穫祭など
　への参加を募り、背景となる文化や相互の人権を尊重することの大切さが体験できる活動を実施する
　必要がある。

項　目事　業　名

100%

⑴　帰国児童生徒や外国人児童生徒等日本語指導が必要な児童生徒等を支援する。
　　（日本語指導が必要な児童生徒８人全員に子ども多文化共生サポーターを派遣）
⑵　国際理解や異文化への理解を図り、多文化共生への認識を深めるための体験活動等を行う。

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

100% 100%
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担当課

目標値
３月末
実績値

参加者数 243人 1,509人 1,400人 1,057人

参加者数 38人 59人※ 300人 75人

  「たいへん満足」と答えた方
  （アンケート）の割合

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

人権教育課

（Ａ）重点課題

○人権意識の高揚を図る人権教育の推進
　人権に関する学習機会の充実
　　「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月間事業の実施

（Ｂ）現状及び展開方針

８月を「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月間に位置付けて取組を進める。
　⑴　人権講演会（市内８地区）の開催
　⑵　人権啓発資料「Flat（広報版）」を全戸配布
　⑶　企業向け人権研修会の開催

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度 ４年度
５年度

自己評価
(達成度)

「人権文化をすすめる市民運動」推
進強調月間講演会

（市全体で
１回開催）

２Ｂ
　　総参加者数

　　若年層(20～40代)の参加者数

70.0% 62.3%

３－２－１

割合 86.4% 64.1%※

⑴　地域ごとのニーズをアンケートや地区役員との協議で把握し、講演会の企画（講師選定、実施日時の
　検討等）を行うことで、参加者の満足度を高める。また、参集型とオンライン配信を組み合わせたハイ
　ブリッド形式の講演会や託児の実施など、あらゆる世代が参加しやすい実施方法を工夫し、参加者の広
　がりや特に若い世代（20～40代）の参加を促していく。
⑵　ＳＮＳを利用した広報や、啓発ポスターの作成・掲示、関係団体と連携した街頭啓発等により、「市
  民運動」の機運を高める。
⑶　働く人と職場に関する人権教育・啓発の取組として、ハラスメントや職場環境改善等をテーマとした
　企業向け人権研修を実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※会場受講者対象

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　人権講演会については、市内７地区（西脇地区：荒天中止）で開催した。コロナ禍を契機に、講師の
　承諾が得られた講演会については、会場受講とオンライン配信のハイブリッド形式で開催した。また、
　令和５年度からは、更に参加しやすいよう、リアルタイム配信に加え、オンデマンド配信も選択できる
　ようにした。目標値は下回るが 1,057人（会場 653人、オンライン 404人）の方に参加いただいた。
⑵　人権啓発資料「Flat（広報版）」の作成・配布、啓発ポスター・チラシの掲示等を行ったほか、関係
  団体と連携し、市内のスーパー等において街頭啓発を実施、広く多くの方に人権について啓発できた。
⑶　働く人と職場に関する人権教育・啓発の取組として、西脇市人権教育協議会、男女共同参画センター
　と連携し、介護休業・ケアハラスメントをテーマとした職場環境改善セミナーを開催した。事後アン
　ケートには「理解が深まった」「業務のスキルアップができた」等満足度の高い内容の記載が多くあっ
　た。

（Ｅ）今後の課題
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担当課

目標値
３月末
実績値

⑴　文化・芸術活動に取り組む組織（アートサポーター）による文化・芸術活動の推進及び新たな事業提
　案を行う。
⑵　市、(公財)西脇市文化・スポーツ振興財団、市民交流施設指定管理者及びアートサポーターが連携し
　た文化・芸術活動の振興

自己評価
(達成度)

２Ｂ

５年度
４年度

文化・芸術活動の充実・支援

アートサ
ポーター
の設置・
運営

メンバー

11人

定例会
11回

２－２－１

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

生涯学習課

（Ａ）重点課題

〇生きる土台となる芸術・文化・スポーツの推進
　文化・芸術活動の充実・支援

（Ｂ）現状及び展開方針

メンバー

11人

定例会
５回

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

（Ｃ）取組の状況

３年度

メンバー

12人

定例会
12回

　多様な分野で活動するメンバーで構成するアートサポーターの活動を継続していくため、メンバーとの
合意形成や補助金等に関する情報収集・情報提供など事務局機能の強化に努める。
　また、アートサポーターと関係団体（(公財)西脇市文化・スポーツ振興財団、市民交流施設指定管理
者）がさらに連携協力し、市民が文化・芸術事業に触れる機会を創出するため、より効果的に事業を推進
していくための体制の構築が課題である。

項　目事　業　名

メンバー

12人

定例会
10回

（Ｅ）今後の課題

文化・芸術活動の充実・支援 41.6%

⑴　アートサポーター定例会を月１回から事業の進捗に応じた開催に変更した。令和５年度はアートサポ
　ーターメンバーの活動を紹介する、第０回トーク＆エンタメ企画「雨ときどきアートサポーター」と題
　した企画を立案、メンバーのトークや音楽パフォーマンスを収録し YouTubeでの情報発信を行った。
⑵　市民交流施設周年事業（池田政之氏脚本映画支援事業、ミュージックベル・トーンチャイム全国コン
　テスト、劇団四季ファミリーミュージカル）等の開催において、市、(公財)西脇市文化・スポーツ振興
　財団、市民交流施設指定管理者及びアートサポーターが連携協力し、文化・芸術活動の振興に努めた。

50.0%

（Ｄ）主な取組の成果

41.8%２－２－１

過去１年間
に文化・芸
術活動を行
ったと回答
した市民の
割合

２Ｂ43.5%
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担当課

目標値
３月末
実績値

項　目事　業　名

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

生涯学習課

（Ａ）重点課題

〇人生 100年時代を見据えた生涯学習の推進
　ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

　人生 100年時代を見据え、健康寿命の増進は重要な課題である。健康であるためのスポーツ活動の重要
性や必要性を周知するとともに、誰でも、いつでも気軽にスポーツに親しむための機会づくりとして、健
幸卓球やユニバーサルスポーツを推進する。

　各種教室等において参加者の固定化が目立つ。スポーツやレクリエーションの実施頻度の低い人や関心
のない人への周知啓発と参画人口の拡大に取り組む。
　ユニバーサルスポーツの出前講座要請に対応するスポーツ推進委員の負担が増えており、受講者の受講
後の自発的な活動、自立が課題である。

⑴　健幸卓球交流会に約 400人が参加。卓球を通じた健康づくり意識を啓発。また卓球無料開放デー（毎
　週金曜日午後）では延べ 838人が参加し、スポーツに親しむための機会づくりができた。
⑵　ボッチャ教室等ユニバーサルスポーツ出前講座を22回実施、延べ 489人が参加。市内ウオーキング会
　を22回実施、延べ 529人が参加

（Ｅ）今後の課題

自己評価
(達成度)

２Ｂ

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

35.0% 24.3%26.0%

（Ｄ）主な取組の成果

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

過去１年間
に、週１回
以上、スポ
ーツ・レク
リエーショ
ン活動をし
た市民の割
合

28.3%

５年度

３－１－４
ライフステージに応じたスポーツ活
動の推進

-15-



担当課

目標値
３月末
実績値

受講者数 (講座定員数)

　①おんがくふれあいルーム 〃 中止 中止 ８人 中止

　②子ども絵画教室（前期） 〃 28人 30人 30人 30人

〃 36人 29人 30人 30人

　③子ども手芸教室 〃 25人 20人 30人 20人

　④ヨーガ教室（前期） 〃 ５人 ８人 12人 ６人

〃 ９人 10人 12人 ７人

　⑤夏休み子ども将棋教室 〃 28人 21人 30人 29人

回数 中止 １回 ２回 中止

⑵　公民館自主運営講座〈講座事業〉

　　公民館自主運営講座 講座数 10 11 14 11

３－１－１

３－１－１

（Ｃ）取組の状況

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

５年度

　　　　　　　　　（後期）

　　　　　　　（後期）

　⑥その他講座(歴史探訪ハイク,自然観察)

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

生涯学習課中央公民館

（Ａ）重点課題

〇人生 100年時代を見据えた生涯学習の推進
　現代的・社会的な課題に対応した学習等の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

３年度
自己評価
(達成度)

⑴　生涯学習の様々な講座を、公民館運営講座、市民自主運営講座、シニアカレッジ講座に区分し、分野
　ごとに市民ニーズに合った学習機会として提供することを目的としており、市民の学習意欲の高揚や公
　民館講座を通じた市民の交流が広がるよう取り組んでいる。
⑵　市民自ら教え学ぶ場としての自主運営グループの育成に取り組んでいる。今後も自主運営講座の運営
　が維持できるようサポートを継続する。

　受講者の意見や市民ニーズを踏まえた講座を運営し、受講者数を増やしていく必要があるが、民間の事
業者が実施する講座等への影響も踏まえつつ、運営に取り組む。
　近隣市町で開催されている講座も参考にしつつ、市民が気軽に参加できる講座の開催を図る。
　既存講座についても、継続に向け、受講者の意見を取り入れながら講師と調整を進める。

　現在開催している講座をより充実させられるよう、受講者の意見も取り入れながら、講師とカリキュラ
ムの見直しや改善点の打合せを行い講座を開催できた。

項　目事　業　名

（Ｅ）今後の課題

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　公民館運営講座〈講座事業〉

２Ｂ

２Ｂ

４年度
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担当課

目標値
３月末
実績値

（Ｅ）今後の課題

⑴　シニアカレッジについてより多くの方に活動を知ってもらうため、チラシの配布や学生自身が活動
  の発信などを行い、今後も学生の増加につなげていく。
⑵　アンケートをもとに、講座や学外研修を見直し、学生の生きがいづくりを進める。

⑵　シニアカレッジ主催の講座への
　参加率

３－１－３

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　シニアカレッジ内の自治会の協力を得て、学生募集や学園祭の広報活動を行うことで、シニアカレ
  ッジへの市民の関心が高まり学生数の増加につながっている。
⑵　学生同士の交流が増え、横・縦のつながりが徐々に広がり、シニアカレッジにおける充実した講座
  につながっている。
⑶　地域活動は、参加事例数については少ないが、各種講座で地域活動への参加の機運が高まってい
  る。今後複数の講座が地域活動に参加する見込みである。

参加率 40%

令和５年度参加率について
 1,368（趣味講座参加人数9講座）＋1,758（専門講座参加人数26講座）＋1,010（教養講座参加人数9回）＝4,136
   192（趣味講座全体の人数）×9（回数）＝1,728
   291（専門講座全体の人数）×9（回数）＝2,619
   300（教養講座全体の人数）×9（回数）＝2,700
 4,136÷(1,728＋2,619＋2,700）＝0.586...

40件

61% 65%

５年度
自己評価
(達成度)

14件 ２Ｂ

59% ２Ｂ

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度 ４年度

⑴　地域活動推進 ３－１－３ 参加事例数 ７件 ５件

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

生涯学習課中央公民館

（Ａ）重点課題

〇人生 100年時代を見据えた生涯学習の推進
　⑴　高齢者等の生涯学習の推進と生きがいづくり
　⑵　地域活動の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　近年生徒数の減少が続いていたが増加に転じた。今後もシニアカレッジの魅力を発信し、学生数の
  増加を図る。
⑵　学生が自ら習得した学習成果・技能や技術を生かし、シニアカレッジでの学習が地域活動等に有効
  に活用できるように学習内容の検討と再構築を進める。
⑶　生徒間の交流機会を増やす中で自主的な活動へとつなげていく。

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
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担当課

目標値
３月末
実績値

入館者数 1,924人 2,870人 6,000人 2,846人

入館者数 18,984人 23,839人 35,000人 26,346人

来館者数 443人 869人 1,300人 1,141人

実施回数 １回 ３回 ５回 ７回

事　業　名

未刊行 刊行１－２－６
年１回
の刊行

１－２－６

刊行 刊行

項　目

　郷土資料館と学校との連携（社会科カリキュラムと連動した特別展、出前講座など）をより推進する。
　より多くの市民に、郷土資料館の存在を知っていただき、郷土の貴重な文化財に関心を持っていただく
ことが課題であるため、今以上に他課及び他団体のイベントに体験教室等の形で出展していく。

（Ｅ）今後の課題

自己評価
(達成度)

２Ｂ

　③特別展の来館者数

　④体験教室の実施回数

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　年度当初に計画したイベント（特別展、夏季企画展、北はりま定住自立圏共同企画展、古文書講座、
　体験教室）を開催することができた。
⑵　研究紀要「童子山」第26号を刊行することができた。
⑶　小学校の副読本の作成に関して資料提供や作成する教員に西脇市の歴史について説明を行い、学校と
　の連携を行うことができた。

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

３Ｂ
　  研究紀要「童子山」の刊行

⑴　文化財の保存・活用の推進

　①郷土資料館の入館者数

　②生活文化総合センター入館者数

⑵　文化財の保存・活用の推進

５年度

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

生涯学習課生活文化総合センター

（Ａ）重点課題

〇豊かな心の育成
　文化財の保存・活用の推進

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　郷土の歴史や文化に触れることで、郷土への愛着を醸成し、市民の文化財への理解を深め、歴史と伝
  統のある行事の保存、伝承に努める。
　・郷土資料館等の利用を促進する。
　・特別展、各種講座や体験教室などを開催する。
⑵　民俗行事・まつりなど歴史と伝統のある行事の研究を行い、地域伝統文化の継承に努める。
　・研究紀要「童子山」を刊行する。
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担当課

目標値
３月末
実績値

冊数／年度 381,290冊 372,112冊 500,000冊 375,462冊

延べ人数 30,126人 30,938人 34,000人 31,728人

延べ人数 8,950人 9,675人 10,000人 10,405人

割合 ｱﾝｹｰﾄ未実施 57.4% 70.0% 76.5%

（Ｅ）今後の課題

３-１-６

⑴　図書館活動普及啓発事業

　①貸出冊数

　　蔵書満足度

※利用者アンケート「図書の充実」

　の項目で、「とても満足」と

　「満足」を選択した割合

　令和５年度には貸出冊数が 375,462冊、貸出密度が9.88冊（令和４年度9.65冊）となり、全国トップク
ラスの図書館のあかしとされる貸出密度10冊に近づいた。今後も引き続き貸出密度10冊以上を目指し、全
国トップクラスの図書館を目指していく。
　また、令和５年度末の蔵書数が 242,031冊となり、図書館の図書収納冊数を超える状況となってきてい
る。このため閉架書庫の整備等図書の保管場所の確保に取り組む。

項　目事　業　名

（Ｄ）主な取組の成果

　令和５年度には 8,814冊の図書と77点の視聴覚資料を購入し、年度末の蔵書数は 242,031冊となった。
また利用活性化に向けて、趣向を凝らしたブックレシピ等のリストの配布や様々な展示を展開し、貸出冊
数は前年度比 0.9％増の 375,462冊となった。
　一方、学校園等への図書団体貸出は、24,370冊とこれまでの最高を記録し、学校園での学習や家読等の
子どもの読書活動への支援を推進することができた。

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

自己評価
(達成度)

２Ｂ

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

４Ｂ

(2）図書館用図書充実事業

５年度

　②登録者数

　③読書通帳利用者数

３-１-６

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

生涯学習課図書館

（Ａ）重点課題

〇人生 100年時代を見据えた生涯学習の推進
　西脇市図書館における生涯を通じた自主学習の支援と読書活動の推進
　・資料の充実　　　　　　　　　　    　・子どもの読書活動の推進
　・図書団体貸出の推進　　　　　　　　　・課題解決への支援（レファレンス）
　

（Ｂ）現状及び展開方針

　令和５年度末の蔵書冊数は 242,031冊となり、更なる充実に向け、令和６年度末に25万冊を目指す。利
用については、貸出冊数が前年度比 0.9％増の 375,462冊となり、登録者数は31,728人となった。令和６
年度末には貸出冊数を38万冊、登録者数は32,500人を目指す。令和５年度の学校園等への図書団体貸出は
24,370冊で、前年度比約10.6％の増となった。子どもの読書活動への支援を今後もさらに推進する。
　また、利用者アンケートを２月に実施し、蔵書満足度は76.5％（とても満足・満足の計）であった。今
後も図書内容の充実を図り、満足度の向上を目指す。
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担当課

目標値
３月末
実績値

小６国語 84.2/84.2 84.5/84.1 84.0 89.9/85.7

小６算数 83.9/84.6 84.8/81.2 84.0 83.0/81.2

中３国語 77.0/80.1 89.5/81.4 84.0 90.7/80.0

中３数学 72.2/74.6 73.7/76.2 75.0 79.5/73.3

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

学校教育課

（Ａ）重点課題

〇確かな学力の育成
　⑴　学校における授業改善の推進
　⑵　「にしわき学力向上事業」における各事業内容の見直しと改善

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　学力向上推進会議では、就学前、高等学校も含めた校種間、家庭との連携を重視し、学力向上推進会議での方針が学力向上
　推進委員会を通じて、教科研究グループ及び各教科担当者会、各学校の研究につながる体制を構築する。
⑵　学力調査等の結果分析より、全ての学習の基盤となる「読解力」を高める取組や主体的・対話的で深い学びの視点からの授
  業改善の取組を進める。
⑶　英語教育の推進に重点を置き、小学校における指導方法の研究、学びの接続を意識した小中一貫の研究を進める。また、英
  語検定受験料補助や民間英語試験を実施し、学習状況の改善に取り組む。

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度 ４年度
５年度

自己評価
(達成度)

⑴　授業改善の推進 １-１-２
研究授業
実施回数

72回 88回 90回 92回 ３Ｂ

⑵　全国学力・学習状況調査

１-１-３ ３Ａ

　　授業の内容はよく分かりますか。

（当てはまる・どちらかといえば当

てはまると回答した児童生徒の割合）

（市値／全国値）

（Ｄ）主な取組の成果

⑴　学力向上推進会議において、就学前、高等学校、家庭の多方面から学力調査等による本市の児童生徒の課題の把握・結果分
  析を受け、課題解決の方向性を検討し、学力向上推進委員会を通じて、各学校の具体的な取組の推進を図った。
⑵　新しい時代に求められる資質・能力の育成に向け、学力向上推進委員会及び教科担当者会において『子どもが主語となる』
　授業転換が進んでいくよう、ＩＣＴを活用した授業の好事例を共有し、共通理解を図りながら研究を推進した。
⑶　英語の「話す力」の向上に向けて、教員対象の研修を実施し、好事例の共有と授業改善を図った。また、ＣＥＦＲＡ１レベ
　ル以上の取得率は約38％と令和４年度より増加し、成果が見られた。

２-１-１ 中３ 29.6 33.6 28.0

（Ｅ）今後の課題

⑴　言語能力、情報活用能力、問題発見・活用能力等の学習の基盤となる資質・能力の育成を目指し、学力向上推進委員会にお
  いて、全国学力・学習状況調査等の結果分析をもとに市全体で課題解決を図る取組やその手立て、また成果につながる効果的
  な取組についてさらに検討を進める。
⑵　引き続き、これまでの実践とＩＣＴの活用を適切に組み合わせ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実さ
　せ、主体的・対話的で深い学びの視点から『子どもが主語となる』授業へ転換するよう、各教科担当者会との連携を行うとと
　もに、各学校における研究推進体制の構築を図る。

⑶　文部科学省

　　英語教育実施状況調査

（ＣＥＦＲＡ１レベル相当以上の取得率）

※ＣＥＦＲ：ヨーロッパ言語共通参照枠

※Ａ１レベル：英検３級相当

38.4 ４Ａ
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担当課

目標値
３月末
実績値

小学校 68件 81件 80件 117件

中学校 18件 43件 40件 43件

小学校 96.7% 97.2% 98.3% 98.8%

中学校 96.2% 94.6% 97.0% 91.6%

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

学校教育課

（Ａ）重点課題

〇豊かな心の育成
　いじめの早期発見と早期対応

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　いじめの認知意識が高まり、全体的にいじめの認知件数が増加した。今後もいじめに当たる具体的な
  行為を教員が理解し、指導の観点と方向性を一致させ、組織的に指導する取組を推進する。
⑵　いじめにつながる児童生徒間のトラブル及び問題行動発生時の校内指導体制の確立が進み、組織的な
  対応を行っている。
⑶　いじめの未然防止の取組をさらに充実できるよう、特別活動を核とし、児童生徒がよりよい人間関係
  を築ける取組を引き続き推進する。

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度

　　いじめ認知件数

⑵　いじめ根絶への意識高揚

１－２－３ ３Ａ　　「いじめはどんな理由があって
　　もいけないことだ」と考える児
　　童生徒の割合

５年度
自己評価
(達成度)

⑴　いじめの認知力向上

１－２－３ ３Ｂ

４年度

（Ｄ）主な取組の成果

　いじめの認知意識が高まり、いじめの認知件数が増加することで、早期発見・早期対応につながり、い
じめを早期に解決する事案が増加している。今までいじめとして認定していなかった行為についても、見
過ごすことなく積極的に認知して指導した事例を、各学校において情報共有し、教員のいじめに対する認
識や指導体制の更なる強化に結び付けた。「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と考える小
学生の割合が年々増加している。

（Ｅ）今後の課題

　いじめ事案発生時に学校だけが抱えることがないよう、関係機関と連携し、役割を明確にして対応を行
う。各学校については、いじめの未然防止として、児童生徒が主体的に学級づくりや学校づくりに関わ
り、学校行事や学級活動などの特別活動を通して人間関係の構築や帰属感につながるような取組を行う必
要がある。「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と考える中学生の割合が増加するよう、ス
クールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーと連携する等、心の健康教育に係る取組を通じて粘
り強く啓発を行っていく。

-21-



担当課

目標値
３月末
実績値

出現率 1.7% 1.8% 0.2% 2.2%

出現率 3.6% 4.5% 2.8% 7.1%

  ①はればれ教室 在籍者数 10人 18人 16人 19人

人数 ４人 10人 ４人 ６人

復帰率 40.0% 55.6% 25.0% 31.6%

３年度
５年度

３Ａ

⑴　長期休業明けの欠席児童生徒の把握を基にした学校への指導
⑵　不登校児童生徒への学習指導や進路指導、社会的自立に向けた取組を行うため、はればれ教室を運営
⑶　不登校課題の解決に資するため、教員を対象とした不登校課題等研修会を年２回実施
⑷　様々な悩みや課題を抱える児童生徒や保護者、教員に対し教育相談の実施

自己評価
(達成度)

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

学校教育課青少年センター

（Ａ）重点課題

〇多様なニーズに対応した教育機会の提供
　不登校児童生徒の教育機会の確保

（Ｂ）現状及び展開方針

（Ｃ）取組の状況

  ③②学校復帰人数／①はればれ教室在籍者数

　　

⑴　不登校児童生徒の出現率が増加傾向にあるので、不登校対策支援プランをもとに、不登校や不登校傾
　向にある児童生徒に対し、学校と連携して早期対応及び個に応じた支援を行う。
⑵　はればれ教室に通う児童生徒は、学校や社会と疎遠になりがちであるので、学校と連携を図りながら
　学校復帰や進学、社会的自立に向けた支援を行う。

項　目事　業　名

（Ｄ）主な取組の成果

４年度

⑴　不登校児童生徒の出現率：課題に即した不登校課題等研修会の開催や、課題を抱える児童生徒、保護
　者に対し、教育相談や、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーによるカウンセリングを
　実施した。
⑵　はればれ教室からの復帰率：個々の実情に合ったきめ細かな学習指導及び生活指導を行った結果、通
　級する中学３年生４人全員が高校へ進学し、小学生１人と中学生１人も学校復帰した。学校での給食や
　行事への参加等、学校に行く機会を増やし、少しずつ学校に適応する地道な取組を行った。

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

４－２－２

⑵　はればれ教室からの復帰率

３Ａ

（Ｅ）今後の課題

⑴　不登校児童生徒の出現率

  ①不登校児童　小学校

  ②不登校生徒　中学校 ４－２－２

  ②学校復帰（高等学校進学含む）
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担当課

目標値
３月末
実績値

（Ｅ）今後の課題

計画策定 未５-３-２

⑵　開校準備会議の設置 ５-３-２

⑴　より良い学習環境を整備するため、市内小中学校の統合に向けた基本的な方針やスケジュール等を定
　めた学校学習環境規模適正化推進計画を策定した。
⑵　西脇東中学校と黒田庄中学校の統合において活用する既存施設については、令和９年４月の開校に向
  けて、統合懇談会を設置して検討することとした。

２Ｂ未

（Ｄ）主な取組の成果

自己評価
(達成度)

３Ｂ
⑴　学校学習環境規模適正化推進計
　画の策定

教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

５年度

会議設置 未 未 会議設置

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

学校適正推進課

（Ａ）重点課題

〇安全・安心で質の高い教育環境の整備
　学校学習環境規模の適正化推進

（Ｂ）現状及び展開方針

⑴　西脇東中学校と黒田庄中学校の統合については、統合懇談会や保護者、地域住民等の意向を踏まえ
  て、活用する既存施設（校舎）を決定する。
⑵　統合校の開校に向けて開校準備会議を順次設置、開催する。
⑶　学校学習環境規模の適正化推進に当たっては、保護者や地域住民、学校関係者等と共通理解、合意形
　成を図りながら進める。
⑷　市長部局と緊密な連携を図りながら、課題等に対応し推進計画を具体化する。

項　目事　業　名

未

⑴　教育を取り巻く環境が大きく変化し、児童生徒数が減少する中、持続可能な教育環境を構築するため
　学校の規模及び配置の適正化について課題等を整理し、今後の推進方針を策定する。
⑵　学校学習環境規模適正化検討会議からの答申を尊重し学校学習環境規模適正化推進計画を策定する。
⑶　推進計画に基づき、統合校の開校準備を行う。

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度

計画策定 計画策定
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担当課

目標値
３月末
実績値

開催回数 16回 19回 15回 19回

割合 74.8% 87.6% 80.0% 92.3%

（Ｅ）今後の課題

１－１－１

　②キャリアアップ研修修了者数の
　　割合

　保育教諭等の資質向上を図るため「西脇市就学前教育・保育カリキュラム」の理解を深めるとともに、
経験年数や担当学年ごとの課題に応じた研修内容を充実させる。また各園からの必要性の高い、園小の円
滑な接続のための研修や特別支援学習会において、研修内容や方法を工夫する。

項　目事　業　名

（Ｄ）主な取組の成果

　園小架け橋研修では、小学校教員の参加もあり、認定こども園保育教諭とお互いの教育や接続期のカリ
キュラムについての理解を図り円滑な接続に向けた機会となった。研修対象を各学年担当別にした教育・
保育内容研修は、それぞれの発達年齢に応じた課題に焦点化した研修となった。特別支援学習会では、子
どもの特性を理解し、特性に配慮した適切な支援を行うための研修を実施することができた。

３Ｂ

自己評価
(達成度)

幼保交流研修・現場交流事業

（Ｃ）取組の状況

３年度 ４年度
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

　①幼保交流研修会

５年度

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

幼保連携課

（Ａ）重点課題

〇確かな学力の育成
　就学前教育・保育の充実
　（幼保交流研修・現場交流事業）

（Ｂ）現状及び展開方針

　幼児教育センターを核とした各種研修事業及び現場交流事業を実施する。
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担当課

目標値
３月末
実績値

開催回数 ３回 ３回 ３回 ３回

実施回数 18回 30回 16回 28回

割合 66.2% 61.8% 69.6% 61.3%

（Ｄ）主な取組の成果

　②訪問指導

　就学前教育・保育の質の向上推進委員会委員による前期・後期の訪問指導は、各園の状況や要望を踏ま
え、希望する園には保育内容と特別支援を別日で訪問した。別日にすることで、参観や保育教諭との面談
時間を確保でき、よりきめ細かな指導助言につながった。委員会を設置して５年が経過し、各園とも、自
己評価表による保育内容の点検や振り返り、訪問時の指導助言に基づく改善・見直し、実施のＰＤＣＡサ
イクルが定着してきている。

（Ｅ）今後の課題

　今後は、各園において「西脇市就学前教育・保育カリキュラム」の内容に基づく自己評価を行い、自ら
の特性や強み、課題を明確化し改善につなげるサイクルが定着するよう助言を行い、更なる就学前教育・
保育の質の向上を図る必要がある。また、０歳から15歳までを見通した教育・保育体制の構築に向け、令
和５年度に策定した園小接続カリキュラムの運用・検証を行い、幼児期の教育と小学校教育との連携を強
化する。

　③小学校就学前の教育・保育環境
　　が整っていると思う市民の割合

就学前教育・保育の質の向上推進委
員会

３Ｂ

５年度
自己評価
(達成度)

　①委員会の開催

１－１－１

（Ｃ）取組の状況

事　業　名
教育振興基本
計画等におけ
る位置付け

項　目 ３年度 ４年度

令和５年度西脇市教育委員会事務事業評価シート

幼保連携課

（Ａ）重点課題

〇確かな学力の育成
　就学前教育・保育の充実
　（就学前教育・保育の質の向上推進委員会）

（Ｂ）現状及び展開方針

　就学前教育・保育の質の向上推進委員会委員による園訪問等を通じ、「西脇市就学前教育・保育カリ
キュラム」に基づく教育・保育の提供体制の現状及び課題を把握し、必要な指導助言を行う。
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担当
課

令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

文化財保存と教育施設の両立を図るた
めの西脇小学校保存活用計画の策定

　「西脇小学校保存活用計画の策定」については、
文化庁・県との協議も行いつつ、西脇小学校保存活
用計画策定会議による調査審議が行われた。結果、
部分区分（保存・保全・その他）、部位の区分別の
保護方針をはじめとする保存管理計画、環境保全計
画、活用計画等を盛り込んだ保存活用計画が策定さ
れた。文化財保存と教育施設としての活用の両立に
向けた多角的な検討が行われており、自己評価３Ｂ
は適切と考えられる。
　「西脇小学校木造校舎見学会の開催」では、地域
住民の保存への当事者意識向上も意図して４年度同
様に２回の見学会が実施されており、プロセス容易
項目の目標相当とする自己評価２Ｃは同じく妥当と
考える。
　今後、上記保存計画に基づく取組の進行と関わっ
て、日常的に利用する児童・教員に向けてはマニュ
アル作成のほか、教材としてカリキュラムへの組み
込み（その目標・内容を地域と共有するなど「開か
れた教育課程」の視点）等も検討に値すると考え
る。これらに向けて教育委員会においても適切な条
件整備を続けることが期待される。

学校教育施設の計画的、効率的な整備
の推進

　市立小中学校教育施設の長寿命化計画（令和２年
策定）の改定については、計画骨子の策定はされて
いるものの、年度目標値であった「計画改定」に達
していない。第３期西脇市教育振興基本計画の当該
部分内容に照らしても、本事業には課題が残ると思
料される。
　本内容に関連する西脇市立学校学習環境規模適正
化推進計画（令和６年１月策定）のうち、残された
学校の統合の具体部分の方針決定を経て、本計画の
速やかな計画改定と実施が予定されているところで
ある。統合の具体にかかる検討は慎重に行われるべ
き事項であり、この間学校設備営繕事業での修繕等
対応もなされている。他方で安全・安心な教育環境
の整備は不可欠の重要課題であるため、財政面でも
持続可能（施設設備費の年度間平準化等）な事業実
施に向けて、現時点でも最大限可能な検討・準備に
努力することが期待される。

学識経験者による意見

　１　課所別の事業点検評価の結果

1　兵庫教育大学大学院　大野裕己教授による意見

教
育
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

学級担任や教科担当と栄養教諭との連
携及び効果的な食に関する指導の充実

　「栄養教諭による食育指導」については、令和５
年度においても、学校との連携のもと目標値を大き
く超える食育指導を実施できている。自己評価４Ｂ
（目標以上の達成）は妥当と判断できる。さらに、
給食センターにおける施設見学受入、定期的な食育
だより発信等や地産地消の取組を含めて、本市にお
いて質の高い食育指導が展開できている点を高く評
価したい。
　「学校給食残菜率」「食中毒事故件数」について
は、食中毒事故について必達目標としての０件を引
き続き達成でき、残菜率においても目標値を満足す
る実績となっており、いずれも自己評価３Ｂは相応
と思われる。これについても、食育の一方で残菜に
係る検証改善が日常的に展開されており、関係者の
努力を評価したい。

１　学校給食の安定的で継続した提供
　の推進
　
２　学校給食における地産地消の推進

　「地産地消率」「エネルギー充足率」ともに目標
値を満足する実績となっている。学校給食について
は、近年物価上昇の厳しい環境にあるが、本市にお
いて食材費高騰分の公費負担が講じられ子育て世代
の経済的負担軽減の努力が図られるとともに、生産
事業者との丁寧な情報交換のもと地場産食材を活か
した特色ある給食提供が着実に進められている。こ
のような条件整備の努力に対して、食育推進と同様
に高く評価したい。

学
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

多文化共生教育の推進

　「子ども多文化共生サポーター」については、前
年度までに引き続き、日本語指導が必要な児童生徒
に対して 100％派遣できている。また、懇談会・説
明会にかかる多言語相談員派遣も積極的に実施でき
ており、自己評価３Ｂは適切と考える。報告書に記
載のとおり、母語母文化保持への支援や、児童生徒
が抱えるニーズの多様化への対応について、今後も
取組を発展させることが望まれる。
　「にしわきジュニアじんけん教室」は前年度を上
回る講座数・バリエーションで機会を設定でき、参
加者数も大幅に増加している。児童生徒・保護者が
暮らす地域の幅広い層に対して国際理解・異文化理
解を促進する基盤となる機会を創り上げつつあるこ
とから、目標以上となる自己評価４Ｂは適切であ
り、今後も活動の質量の維持発展を期待したい。

人権に関する学習機会の充実
「人権文化を進める市民運動」推進強
調月間事業の実施

　人権に関する学習機会の充実については、１地区
が荒天中止となったが市内７地区で多様なテーマを
設けてハイブリッド形式で開催された。総参加者数
は目標値を下回っているが、上記の中止等も踏まえ
ると前年度に引き続き一定の水準にあると捉えられ
る。他方、前年度点検評価でも課題とされた若年層
の参加者数は目標値に達せず、参加者アンケート
「たいへん満足」の回答割合は前年度に続き低下し
ている。
　市民全体の人権意識高揚の目的に照らせば、人権
講演会にかかる自己評価２Ｂは相応であり、従前の
内容構成の工夫は継続しつつ、企画段階での各世代
のニーズ把握やそれらの研修内容への反映など内容
面の工夫も加えられること、加えて若年層に訴求力
の高い広報を工夫することが期待される。
　なお、人権啓発資料「Flat」や企業向け人権研修
会については、資料紙面や研修会内容について継続
的に改善が施されていることが評価できる。これら
の一層の普及や活用への取組が期待される。

人
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

文化・芸術活動の充実・支援

　アートサポーターの運営（意見交換）は、事業進
捗に応じた時期・趣旨で開催されているが、回数自
体は半減している。過去一年間に文化・芸術活動を
行った市民の割合は、コロナ禍の影響を受けたにし
ても、第３期西脇市教育振興基本計画の期間内で大
きく上昇せず当初設定目標値（50％）を下回る数値
にとどまった。その意味で自己評価２Ｂは相応とい
える。
　本課題の進捗は次期計画期間に持ち越されること
となるが、多くの市民の文化・芸術活動を目指す目
標と、これに寄与する事業・体制等（その指標設
定）との関係については、一層の精錬が期待され
る。報告書で示されたアートサポーターと関係団体
の体制強化はその一つと捉えうるが、市民の活動状
況を規定する要因の分析や、活動意欲を喚起する事
業の構成についての検討がより丁寧に加えられ点検
評価に反映されるとよいと思われる。

ライフステージに応じたスポーツ活動
の推進

　本課題についても、啓発的スポーツイベントが開
催されたことがわかるが、週一回以上スポーツ・レ
クリエーション活動をした市民の割合は、平成23年
現状値よりは進展しているものの、第３期西脇市教
育振興基本計画の計画期間内において目標値を下回
る状況が続いている。また、報告書に記載された各
種教室の参加者固定化傾向についても、市民を広く
巻き込めていない点で課題と言える。目標以下とす
る自己評価２Ｂは相応であり、市民のスポーツに向
かう意識の規定要因、スポーツイベントの周知・広
報の効果と課題、体育協会等の現状と課題等を幅広
く検証し、持続可能で裾野を広げる施策の体系を構
築することが急務と言える。令和３年策定の西脇市
スポーツ推進計画でいえば、特に重点目標３－２～
３－４の現状把握と充実が期待される。
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

現代的・社会的な課題に対応した学習
等の推進

　「公民館運営講座」「公民館自主運営講座」と
も、受講者数あるいは講座数の実績が目標値に達し
ていないものがあり自己評価２Ｂの判断は理解でき
るが、特に公民館運営講座については取組の改善も
あって受講者数が増加した講座も多いことから、目
標相当の３Ｂとみてよいようにも感じられる。な
お、中止期間の長い講座については、抜本的見直し
等の踏み込んだ検討が求められよう。
　いずれの講座についても、受講者数／講座数以外
の要素・指標（例えば受講者の意見に関わる指標）
を追加して本評価における取組状況（目標・実績）
の確認ができるとよいと思われる。次期教育振興基
本計画の計画期間内での点検評価に当たっては、こ
の点の指標設定等の検討が期待される。また、講座
の周知広報の方法の現状・課題についても精査の余
地があるかもしれない。

１　高齢者等の生涯学習の推進と生き
　がいづくり

２　地域活動の推進

　まず、近年の生徒数減少傾向にあって、広報活動
等の改善もあって学生数が増加となった点は高く評
価したい。
　「地域活動推進」における参加事例数は、目標値
（第３期西脇市教育振興基本計画策定時の実績に基
づく期末目標値）からの乖離がみられるが、コロナ
禍の影響が強い内容であり、前年度からの増加がみ
られることでは自己評価２Ｂはやや厳しい評価のよ
うにも思われる。
　「シニアカレッジ主催の講座への参加率」につい
ても、目標値に到達できておらず自己評価２Ｂの判
断は理解するが、コロナ禍以後の回復基調を維持で
きたと捉えられることから、同じくやや厳しい評価
のように受け止められた。
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント
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文化財の保存・活用の推進

　生活文化総合センター・郷土資料館に関しては、
コロナウイルス感染症の影響も少なくなり、計画し
た特別展・体験教室等の企画が開催できた。施設入
館者数・特別展来館者数は前年度の増加基調を維持
できているとみられるものの、目標値（郷土資料館
については、第３期西脇市教育振興基本計画策定時
の期末目標値）には到達していない。このことから
自己評価２Ｂの判断となったと思われるが、これに
ついては当初の期末目標値の設定がやや高すぎたよ
うにも思われる。研究紀要「童子山」は前年度に続
いて刊行できており、文化財の保存・活用や市民等
理解につながる基盤的活動が進められたと判断でき
る。自己評価３Ｂは妥当と考える。
　令和５年度においては、小学校副読本の作成と関
わって学校・教員との連携が具体的に進展したこと
が高く評価できる。現行教育課程基準下での探究的
な学びの推進と関わって、今後も学校への情報提供
や学校のニーズ把握に取り組み、具体的な連携が推
進されることを期待したい。

図
書
館

西脇市図書館における生涯を通じた自
主学習の支援と読書活動の推進

　西脇市図書館の活動について、年間貸出冊数は目
標値（第３期西脇市教育振興基本計画策定時の実績
に基づく期末目標値）に届かなかったが、コロナ期
の落ち込みを経て回復基調にあり、貸出密度10冊に
近づいている。上記貸出冊数等の目標値未達成によ
り自己評価２Ｂの判断に至ったものと推察するが、
期末目標値設定がやや高すぎた可能性があること
（自己評価からもうかがえるように、今期において
は貸出密度10冊を目安とする期末目標値設定がより
適合的であったかもしれない）、コロナ禍の影響を
受けやすい内容であることは踏まえる必要がある。
蔵書数の着実な増加、読書通帳利用者数の期間末目
標値達成、学校園への図書団体貸出の増加、さらに
図書館だより発行頻度増等の広報の工夫などを踏ま
えると、令和５年度の図書館の活動は十分な水準に
あると捉えられる。また、図書館利用者アンケート
（蔵書満足度）は、調査対象者の少なさは考慮する
必要があるものの、ほぼ同様の条件で実施された前
年度調査より肯定割合が大幅に増加している。図書
館における利用活性化の工夫が利用者の意識に影響
した点は確かと推察されることから、目標以上とす
る自己評価４Ｂは相応と判断する。
　移転から約10年を経て顕在化しつつある蔵書収納
能力の限界は、喫緊の課題であり、蔵書保管場所確
保等に関わる条件整備が強く期待される。
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１ 学校における授業改善の推進

２ 「にしわき学力向上事業」におけ
　る各事業内容の見直しと改善

　児童生徒の学力向上と関連深い「授業改善」につ
いては、令和５年度も学力向上推進会議における課
題分析・方向付けのもと、教育委員会・学校担当者
の学力向上推進委員会をベースに、読解力向上への
指導法研究やＩＣＴ活用好事例の共有、学力向上
ウィーク等、具体的取組が推進された。研究授業実
施回数も着実に増加し、第３期西脇市教育振興基本
計画の期末目標値を上回っており、自己評価３Ｂは
適切と言える。児童生徒の「全国学習状況調査」質
問項目（授業の内容がよくわかる）は、一部目標値
に達しない教科があり自己評価３Ａとしているが、
全国値を上回る項目も多く教員の授業づくりの努力
がわかる。
　「英語教育推進」も教員研修・好事例共有・指導
法等研究が展開され、ＣＥＦＲＡ１レベル以上取得
率は目標値を大きく上回っている。自己評価４Ａも
妥当である。
　教育委員会での学力・学力向上の考え方を明示・
共有しての長期的で構造的な条件整備を通じて、第
３期西脇市教育振興基本計画の計画期間内に組織的
授業改善が定着してきたと捉えられる。今後は、各
学校がそれぞれの文脈で自走して学力向上・授業改
善ＰＤＣＡを回すことへの支援にも一層注力し（こ
の点の指標設定等も検討に値する）、児童生徒の学
力保障につなげていくことが期待される。

いじめの早期発見と早期対応

　学校の「いじめ認知力向上」については、定期の
調査、児童生徒の人間関係構築、専門スタッフ活用
等を含めた学校の指導体制強化などに取り組まれ
た。「いじめ認知件数」は両校種で目標値を上回っ
ている。他方、児童生徒の「いじめ根絶への意識」
（「いじめはどんな理由があってもいけないこと
だ」の肯定率）は、上述の特別活動等を通じた児童
生徒の人間関係構築等の指導が積極的に進められた
ものの、中学校で前年度実績値・目標値を下回る結
果となった。小学校で長期にコロナ禍の影響を受け
た生徒が中学校に在学する当面の間、引き続き課題
意識をもって生徒の状況を踏まえた丁寧な指導を深
化させる必要性を示しているものと考える。
　学校の「いじめの認知力向上」も、早期対応・組
織的対応の体制が伴って意味を持つものと考える。
第３期西脇市教育振興基本計画期間内もこの点の進
展があったと認められるものの、次期教育振興基本
計画の計画期間では、指標設定を含めて学校の組織
的対応能力の向上に一層着目・注力した教育委員会
の条件整備を期待したい。
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青
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不登校児童生徒の教育機会の確保

　近年全国的に不登校児童生徒が増加するなかで、
本市においても不登校児童生徒の出現率が高まって
いる。本市も令和５年度で小・中学校共に目標値を
上回る状況となっているが、教育委員会において青
少年問題協議会等で状況の検討・共有が行われると
ともに、児童生徒・保護者への教育相談や研修会の
充実が図られている。難しい課題への解決プロセス
が組まれている点で自己評価３Ａは相応と考える。
　「はればれ教室」の取組についても、通級児童生
徒が増加する中で、教育相談やＩＣＴを活用した学
習支援が進められており、通級する中学校３年生全
員が高校進学する等、社会的自立及び学校復帰の両
面で成果がみられる。これも自己評価３Ａは相応で
あるものの、児童生徒に寄り添った取組の実質は高
く評価しうる。
　令和５年度以降、県レベルで不登校児童生徒支援
に関わる全県的施策が本格化している。今後の本市
においても、校内サポートルームの整備充実と支援
員配置をはじめ、「不登校は、取り巻く環境によっ
ては、どの児童生徒にも起こり得るもの」との基本
的考え方に立った、児童生徒の状況に応じた支援の
充実に引き続き取り組んでいただきたい。

　
学
校
適
正
推
進
課

学校学習環境規模の適正化推進

　児童生徒数の減少下での持続的な教育環境の構築
に向けた市の計画策定が急務であったが、総合教育
会議での検討を経て長期的な小・中学校の適正配
置、統合の方針を定めた学校学習環境規模適正化推
進計画が定められた。ただし、早い時期に統合を予
定する中学校の既存施設の活用に関する具体部分等
については統合懇談会での意見交換等を経て教育委
員会で協議決定としたことから、開校準備会議は年
度内未設置となった。計画策定を３Ｂ、開校準備会
議設置を２Ｂとした自己評価は妥当と考える。
　長期的見通しは定められたことから、今後は上記
の手続を通じて、丁寧に関係者間の合意形成を図り
つつ、長寿命化等教育環境の充実を含めた計画推進
に努めていただきたい。
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幼
保
連
携
課

就学前教育・保育の充実

　前年度末で市立幼稚園１園が閉園し、私立認定こ
ども園８園の体制に移行した。「就学前教育・保育
の質の向上推進委員会」について、二期の訪問指導
が前年度同様目標値を大きく超える回数で実施され
ている。希望する園には保育内容・特別支援の訪問
を別日とし、園・保育教諭の双方に専門的な指導助
言が可能となっており、その意義は大きい。自己評
価３Ｂは妥当と考える。
　また、「幼保交流研修・現場交流」についても、
研修会が目標値を上回る回数で実施されるととも
に、過年度同様に公開保育も実施できている。ま
た、各分野のキャリアアップ研修が計画的に実施さ
れ修了者の割合も着実に増加しており、保育者の専
門性向上が図られている。目標相当の３Ｂとした自
己評価は適切と考えられる。
　次期教育振興基本計画の計画期間でも、小学校と
の円滑な接続を含めた教育・保育の質の向上のしく
みを継続的に機能させるとともに、そのような学校
園の状況の市民への積極的な周知に努めて、家庭・
地域の信頼・連携の一層の強化につなげていくこと
を期待したい。
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

文化財保存と教育施設の両立を図るた
めの西脇小学校保存活用計画の策定

　西脇小学校保存活用計画策定会議が組織され、計
画策定に必要な基礎情報が収集・整理されているこ
とは高く評価できる。
　以前の木造校舎には２階にトイレや手洗い場がな
く、３棟の行き来は一旦１階に下りなければならな
かった。保存改修工事により、美しい景観を残しな
がら耐震補強やバリアフリー環境の改善がなされ、
清潔で機能的な学び舎に生まれ変わって国の重要文
化財に指定されたことは大変喜ばしい。
　現役の小学校施設として活用されていることの意
義を児童に感じさせ、大切に使おうとする態度を
養っていくためには、単にマニュアルを押し付ける
のではなく「総合的な学習」の時間などを活用した
特色ある教育活動を通して児童が自ら見つけ出して
くれることを期待する。
　見学会が定期的に実施され、多くの方が参加を希
望されていると聞く。記念室の活用も含め、ボラン
ティアガイドを募集・育成し、西脇市が誇る重要文
化財としてさらなる啓発活動がなされると共にまち
づくり活動の拠点としての存在になっていくことを
希望する。

学校教育施設の計画的、効率的な整備
の推進

　学校施設営繕事業が適切に実施され、児童生徒の
安全・安心な教育環境の整備が図れたこと、耐震化
工事が完了したことについては評価できる。
　学校学習環境規模適正化推進計画案を踏まえた上
で学校施設長寿命化計画の改定に取り組むとのこと
なので、現状での自己評価２Ｂはやむをえないだろ
う。
　学校の統合によって新しくなる学校施設のみなら
ず、使われなくなる学校の活用も視野に入れなが
ら、計画的・効率的に整備を推進していただきた
い。

学識経験者による意見

　１　課所別の事業点検評価の結果

２　元小学校教員　來住啓子氏による意見

教
育
総
務
課
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令和５年度の重点課題 課所の事業及び自己評価に対するコメント

学級担任や教科担当と栄養教諭との連
携及び効果的な食に関する指導の充実

　３人の栄養教諭が学校と連携しながら食育指導に
積極的に取り組み、その指導回数が目標値をはるか
に上回る 224回という結果は自己評価４Ｂが当然と
言える。
　毎月の給食連絡会で、学校の担当教員の意見を聞
きながら、国の学校給食摂取基準に配慮した献立づ
くりがなされており、毎月配布される献立表に、食
育指導につながる多くの情報が盛り込まれているこ
とに感心する。ぜひ、学校現場や家庭でも、児童生
徒が感謝して楽しく食べるために活用していただき
たい。
　残菜率については、おかずごとの残菜率を計測・
分析し味付けや調理方法を検討することにより、残
菜率が低い水準で維持できていることは評価でき
る。ＳＤＧｓの観点から児童生徒が食べきれる量を
入れることや食べきる十分な時間を確保することな
ど、給食のありがたみを感じながら楽しく食べる環
境づくりについて、学校現場と連携して食育指導に
取り組んでいただきたい。

１　学校給食の安定的で継続した提供
　の推進
　
２　学校給食における地産地消の推進

　物価高による食材価格の高騰の影響で「給食の量
が少ない」という声が各地で上がっている。そのよ
うな中で、西脇市の学校給食のために野菜生産者グ
ループが例会を毎月開催し、優先的に野菜を納入し
てくださっていることや特産品の和牛・金ごま・い
ちごなどの提供も受けることができて、エネルギー
充足率が 100％維持できているということは高く評
価できる。
　さらに、児童生徒の心身の発達に悪影響を及ぼす
物質を避けるために、添加物・農薬・除草剤等が使
われていない地元の食材が優先的に採用されること
を望む。

学
校
給
食
セ
ン
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多文化共生教育の推進

　近年の日本では、少子高齢化による人手不足が深
刻であり、外国人労働者の受け入れが加速してい
る。西脇市でも外国籍の児童生徒が増加しており、
その児童生徒への日本語教育は個別のサポートが必
要になると思われる。数の上ではサポーターの充足
率は 100％ということであるが、学校現場における
サポートの時間や内容は足りていないと感じる。一
人一人に寄りそった支援の在り方について、担任や
児童支援担当教員を中心に個別の指導計画を立て、
学校全体で多文化共生教育を推進するとともに、関
係機関と連携して保護者への支援もできるように、
サポーターの人材確保に努めていただきたい。
　「にしわきジュニア人権教室」では、異文化体
験・手話・ユニバーサルスポーツ・農業体験・防災
など、多彩な講座を実施するとともに、「みらフェ
ス」で異文化体験ブースを設けたことにより多くの
児童生徒や保護者が参加し、国際理解や異文化理
解、交流が図れたことは自己評価４Ｂが妥当である
と考える。

人権に関する学習機会の充実
「人権文化を進める市民運動」推進強
調月間事業の実施

　西脇市では、毎年８月を「人権文化をすすめる市
民運動」推進強調月間に位置付けて、人権講演会を
市内８地区で開催しているが、コロナ禍をきっかけ
に会場受講とオンライン配信のハイブリッド形式で
の開催とし、さらにリアルタイム配信に加えオンデ
マンド視聴も選択できるようになったことは画期的
である。講演会に固執することなく、子ども達や若
い世代が人権を自分のこととしてとらえることがで
きる内容の質の高い動画の配信など、人権文化啓発
の方法を工夫していただきたい。
　人権啓発資料「Flat」の作成と配布・ポスターや
チラシの掲示、さらに市内のスーパー等において街
頭啓発も実施されたことは頭が下がる。今後はＳＮ
Ｓ等を利用するなど、若年層にも更に人権文化が広
がっていくことを願う。
　働く人と職場に関する人権教育・啓発では、介護
休暇やケアハラスメントをテーマとした職場環境改
善セミナーを開催して高い満足度を得たとのことな
ので、さらに、家庭内の男女の役割分担や職場の子
育て支援について等、男女共同参画センターと連携
した研修を期待する。

人
権
教
育
課
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文化・芸術活動の充実・支援

　市民交流施設周年事業は、西脇市がこれまで脈々
と受け継いできた市民への質の高い芸術の提供の機
会になった。今後も西脇市出身や西脇市を拠点とし
て活躍しているアーティストを応援できる場にして
いただきたい。また、連携協定を締結している劇団
四季のファミリーミュージカルの開催は今後も続け
ていって欲しい。これらの取組からすれば、自己評
価２Ｂは低いと感じるが、取組と評価の項目にズレ
があるようにも思える。
　西脇市に関係するさまざまな芸術分野で活躍する
メンバーで構成された「アートサポーター」が設置
され、文化・芸術活動の推進や新たな事業提案を行
うことは、市民主体の文化・芸術活動の活性化を図
るための推進力になっていると思う。ただ、メン
バーの数や定例会の開催回数が減っているのは残念
である。今回アートサポートメンバーの活動紹介を
「雨ときどきサポーター」と題して発信された
 YouTubeはとても良かったが、彼らが単にサポー
ターではなくアーティストであることを主張してい
ると感じられた。彼らの活動を応援する形で、市が
中心になって、広く市民が文化・芸術に触れる機会
を創出していくための体制の構築を期待する。

ライフステージに応じたスポーツ活動
の推進

　少子高齢化・人口減少・定年延長など、市民のラ
イフステージにおけるライフスタイルの多様化が進
むとともに、障害の有無や年齢・性別・国籍を問わ
ない共生社会の実現に向けたスポーツの取組がなさ
れている。
　健幸卓球交流会、毎週金曜日の卓球無料開放、ユ
ニバーサルスポーツ出前講座、市内ウオーキング会
の実施等により、一定の成果があったと思われる
が、実績値が年々下がっているのは、参加者が固定
化しているからであろう。自己評価２Ｂは妥当であ
る。
　誰でも気軽にスポーツに親しむための機会を増や
すために、身近な場所（コミセンや公民館など）で
市民が自主的に参加できるようなスポーツイベント
の開催の企画をお願いしたい。地区の代表にユニ
バーサルスポーツの講座を受講してもらい地区での
楽しい催しになっていけば、裾野が広がると思う。

生
涯
学
習
課
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現代的・社会的な課題に対応した学習
等の推進

「人生 100年時代」「超スマート社会」に向けて社
会が大きな転換点を迎える中にあって、生涯学習の
重要性は一層高まっている。ただ、65歳までの雇用
が義務付けられ、さらに70歳までの就業機会の確保
を企業の努力義務とする「改正高年齢者雇用安定
法」が施行された現代において、提供する講座の内
容を見直す必要があると思われる。その観点から自
己評価２Ｂは妥当である。
　公民館運営講座の中の子どもを対象とする教室に
は目標値を上回る希望者がいると思われる。共働き
世帯や母子父子家庭が増える中、地域が子どもを見
守る意味でも講座の充実を希望する。
　スポーツ活動の講座も生涯学習課と連携して開催
できれば、相乗効果が生まれるのではないだろう
か。

１　高齢者等の生涯学習の推進と生き
　がいづくり

２　地域活動の推進

　令和４年にこれまでの「高齢者大学」から「シニ
アカレッジ」と名称が改められたことにより、高齢
者という呼び名に抵抗があった人たちにも関心が高
まり、自治会の協力も得て学生数が増えたことは喜
ばしい事である。教養講座・専門講座・趣味講座、
いずれも内容が充実している。ただ、『やってみた
い』と思っても『自分には難しい』としり込みする
人やあきらめる人もいるに違いない。自由に見学で
きる期間を設けたり、アンケートを通して指導者の
願いや受講者のニーズに合わせた講座を開いたりし
て、さらに門戸が広がることを希望する。
　地域活動については、実績値が上がってきてい
る。決められた内容だけでなく、自分が住んでいる
地域でどんな活動ができるのかを学ぶ場になり、活
動がさらに広がっていくことを期待する。

中
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生
活
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文化財の保存・活用の推進

　郷土資料館は小学３年生が社会の「市のうつり変
わり」の学習で見学に訪れて、郷土の歴史や文化に
触れることができる貴重な施設になっている。広く
市民の利用を促進するために開催されている特別展
や体験学習は実績値が上がっており、今後の入館者
数の増加につながっていくと思われる。
　研究紀要「童子山」が年１回のペースで刊行され
ていることに敬意を表すとともに、この研究紀要が
西脇市の文化財の保存・活用への市民の意識高揚に
つながるよう、活用されることを期待する。
　生活文化総合センターは愛称の「ドウジアム」が
定着してきて、学習ルーム・会議室・ギャラリーが
利用でき、きれいで静かなので集中して研修や学習
ができる場になっているのだが、郷土資料館ととも
に入館者数の目標値には届いていないので、自己評
価２Ｂは妥当である。そのフロアに置かれた書架
に、研究紀要「童子山」をはじめとする文化財の保
存・活用につながる書籍や資料を並べれば相乗効果
になると考える。

図
書
館

西脇市図書館における生涯を通じた自
主学習の支援と読書活動の推進

　貸出冊数・登録者数・読書通帳利用者数とも、実
績値が上がっている。図書館の入り口を入ると、そ
の季節や行事に関係あるおすすめの図書が工夫して
並べられており、館内のディスプレイも美しい。
「おはなし会」や「読書会」「ビブリオバトル」な
どのイベント開催、ブックレシピ等のリストの配布
など様々な趣向を凝らした普及啓発活動がなされて
いる。自己評価２Ｂはやや厳しめの評価と思われる
が、更なる工夫で目標値に近づくよう期待する。
　蔵書満足度は目標値を超え、貸出密度も全国トッ
プクラスの図書館の証とされる10冊に近づいている
ことは高く評価でき、自己評価４Ｂは妥当である。
　「読書離れ」は深刻だが、早い段階で読み聞かせ
をたくさん受け読書習慣を身に着けた子どもは、そ
の後も長い読書時間を保つ傾向があると、ベネッセ
と東大の共同調査により分かったらしい。西脇市図
書館のまるいおはなしのへやで、小さな子どもを連
れた親子が読み聞かせをしたり一緒に読んだりする
機会が増えることを希望している。
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１ 学校における授業改善の推進

２ 「にしわき学力向上事業」におけ
　る各事業内容の見直しと改善

　英語の「話す力」の向上に向けて、教員対象の研
修を実施し、小学校から中学校への学びの接続を意
識した小中一貫の指導法の研究や授業改善がなされ
たことが実績値につながっており、自己評価４Ａは
妥当である。
　学力調査等の結果分析から、全ての学習の基盤と
なる「読解力」を高める取組を進めるとのことであ
るが、就学前にその素地ができると言っても過言で
はない。読み聞かせからの問いかけや対話によって
語彙が増え、あらすじを語ることにより要約の力が
つく。就学前教育と小学校教育との連携をさらに強
化し、園小接続カリキュラムを運用していただきた
い。
　ＩＣＴを活用した授業は当たり前の時代になって
いくと思われるが、「個別最適な学び」と「協働的
な学び」を一体的に充実させた「子どもが主語とな
る」授業に向けて、さらに授業改善に取り組まれる
ことを願う。

いじめの早期発見と早期対応

　いじめの認知件数の増加は、認知意識の高まりに
よるもので、早期発見・早期対応につながり、いじ
めを早期に解決する事案が増えていることは評価で
きる。
  しかしながらその一つ一つのいじめの原因は様々
でその対応に悩む教員も多いと思われる。決して担
任一人で抱え込まず、スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーに相談したり学校全体の
問題として情報共有したりしながら、家庭や関係機
関との連携を図りつつ、問題を抱える児童生徒に応
じた指導や支援を進めていただきたい。
　いじめ根絶への意識高揚については、「いじめは
どんな理由があってもいけないことだと思う」とい
う意識のデータだけではなく、根絶への努力をして
いるかが分かる調査・アンケートを実施し、その内
容を検証・評価していく必要があると思う。

学
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青
少
年
セ
ン
タ
ー

不登校児童生徒の教育機会の確保

　不登校児童生徒の増加は現代の日本が抱える大き
な問題であり、社会全体で支援していくべき課題で
ある。
　不登校児童生徒への学習指導や進路指導、社会的
自立に向けた取組を行う「はればれ教室」が運営さ
れていることは評価できる。また、課題を抱える児
童生徒・保護者・教員に対し、教育相談やスクール
カウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる
カウンセリングが実施されていることは評価でき
る。さらにその機会や人員を増やし、きめ細かな不
登校児童生徒の支援ができるよう努力していただき
たい。
　学業の遅れ・進路選択上の不利益・社会的自立へ
のリスク解消に向けて、ＩＣＴを活用しながら適切
な支援や働きかけが行われることを願う。

　
学
校
適
正
推
進
課

学校学習環境規模の適正化推進

　よりよい学習環境を整備するため、市内小中学校
の統合に向けた基本的な方針やスケジュール等を決
めた学校学習環境規模適正化推進計画が策定された
ことで、これから具体的に統合校の開校準備がなさ
れていくことと推察する。
　西脇東中校と黒田庄中学校の統合については、保
護者、地域住民、そして何より児童生徒の共通理解
と合意形成を図りながら慎重に進めていってほし
い。統合懇談会の様子を市の広報等を通じてオープ
ンにしているのは評価できる。
　今後、開校準備会議が設置され、推進計画が明る
い展望をもって具体化していけることを願う。
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幼
保
連
携
課

就学前教育・保育の充実

　幼保交流研修・現場交流事業が行われ、「就学前
教育・保育カリキュラム」の理解を深めるための取
組がなされていることは評価できる。
　また、特筆すべきは「園小架け橋研修」と題して
小学校教員も参加して互いの教育や接続期のカリ
キュラムについて共通理解し、円滑な接続に向けた
研修が実施されているという点である。
　認定こども園ならではの自由で楽しい遊びの中
に、学力の基礎となる学びが仕組まれて実践される
ことを希望する。
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